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The Kansai Electric Power Co., Inc.

当社の是正処置プログラム（CAP：Corrective Action Program）について

✓当社では、発電所における安全上の問題を見逃さないために、幅広い情報を収集し、安全への影響度に応じた是正
措置を講じることで、重要な問題の再発防止および未然防止を図っています。

✓発電所の人的・物的資源を安全上重要な問題に重点的に配分し、効果的に活用することにより、プラントの安全性の
さらなる向上を目指しています。

社員が気付いた問題を積極的に報告し、収集した問題については安全上の重要度に応じて品質に影響を及ぼす状態（CAQ：Condition Adverse 
to Quality）とそれ以外（Non-CAQ）にスクリーニングを行います。この際、「既に発生した」事象だけでなく、「発生前」の事象でも安全への影響が大
きいものは CAQ として拾い上げ、トラブルの芽を早期に摘み取ります。さらに、傾向分析によって弱点を見つけ出し、改善につなげます。

【是正処置プログラムの基本的な考え方】

項目 スクリーニング会議 CAP会議

開催頻度 毎日 都度（必要により毎日）

メンバー

発電所関係役職者
（オブザーバ：原子力安全統括）

＋
案件に応じて、業務担当者が参加

発電所長、原子力安全統括他発電所幹部、
各主任技術者
(オブザーバ：各課長他)

責任者 品質保証室長 発電所長

審議項目

・即時対応、対外報告の漏れの確認
・CAQとNon-CAQの分類、不適合の判断
・影響度高・中・低の分類案（CAQの場合）
・Non-CAQの場合、処理担当箇所の明確化

・影響度高・中・低を決定
・処理担当箇所を決定
・CAQの処置方法
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